
2026 年 4月 15 日 

 

下妻市における「JCB パーチェシングカード」の導入支援および 

「めぶきカード」のクレジット収納の取り組みについて 

 

 常陽銀行（頭取 秋野 哲也）は、地方公共団体の事務効率化に向けたキャッシュレス化支援に

取り組んでおります。その取り組みの一つとして、このたび、下妻市（市長 須藤 豊次）において

「JCB パーチェシングカード」の導入を支援いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 また、めぶきフィナンシャルグループの株式会社めぶきカード（代表取締役社長 森川 隆弘 以下、

「めぶきカード」）においても、茨城県内市町村の事務効率化に向けたクレジット収納を推進

しており、その取組状況について、下記のとおりお知らせいたします。 

当行は今後も、お客さまの利便性向上および地方公共団体の事務効率化に向け、キャッシュレス化の

支援に取り組んでまいります。 

記 

1. 下妻市における「JCB パーチェシングカード」の導入支援について 

「パーチェシングカード（以下、「本カード」）」とは、法人や地方公共団体を対象に発行する

企業間取引用のクレジットカードです。本カードを利用することにより、各部署で行っている

公共料金や経費などの精算を、指定したクレジットカード番号による決済に集約でき、経費精算

事務の効率化を図ることができます。 

当行は、下妻市の各部署で共通課題となっていた精算事務に着目し、業務負担軽減策として、

本カードを活用した業務プロセスの見直しを提案しました。下妻市では、各部署における

クレジットカード決済により、「各部署の経費精算事務効率化」および「現金利用の抑制による

コスト削減」を目的に、2025年 12月に導入を決定し、2026年度から利用を開始することになりました。 

下妻市での導入により、当行による本カードの導入支援は、茨城県内で 3 市町村となりました。 

 

【パーチェシングカードのイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種請求と支払いが一本化されます。 



【パーチェシングカードの効果】 

支払いに伴う業務のデジタル化により、事務負担軽減・効率化が期待できます。 

 購買記録がデータ化されるため、購入支出情報が各部署で把握できるようになります。 

 カード会社へ支払先が一本化され、会計課の事業者への支払事務が軽減されます。 

 カードを発行することにより、訪問先や外出先での使用も可能となり、出張時などの各職員

の立替負担が軽減されます。 

 

2.「めぶきカード」のクレジット収納の取り組みについて 

「めぶきカード」は、主に個人・法人向けクレジットカードの発行および加盟店管理事業を行う、

めぶきフィナンシャルグループ傘下のクレジットカード会社です。 

これらの事業で培った知見を活かし、地方公共団体の事務効率化および住民サービスの利便性向上

にも積極的に取り組んでいます。現在は、当行と連携して各種手数料や水道料金等の支払いにおける

キャッシュレス決済の導入・普及を重点的に推進し、行政サービスの高度化を支援しています。 

【茨城県内地方公共団体へのクレジット収納の取組状況】           （2026 年 3 月現在） 

項 目 内 容 対象市町村数 導入市町村数 導入率（％） 

クレジットカード

によるキャッシュ

レス決済 

市役所や公共施設の窓口にお

ける各種証明書等の交付手数

料、施設利用料等の支払い 

44 27 61 

水道料金の支払い（継続払※） 44 10 23 

ふるさと納税サイト「ふるさと

チョイス」における寄付金の

支払い 

44 43 98 

  ※継続払…登録したクレジットカードから定期的かつ自動的に決済される仕組みです。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


